
 

  
 
 
                                                

 
 

 

 
 

  

 

       

             

  

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

                     

実施日 ２００７年６月１０日 (日) 

―地球環境を考えた１日を過ごし、みんなで二酸化炭素を減らしました― 
 

 

 

参 加 者 数  ６１,０４１ 人 
 

削 減 二 酸 化 炭 素 量 

      ３,５１３,１０６ g（３.５１ｔ） 
 

 

  
東本郷小 6年 

川口市民の １２％ が参加した第８回エコライフＤＡＹ！ 

NPO 法人川口市民環境会議より 

８回目のテーマは“食”。多くのコメントに「食べ

残しをしないようにしよう」と書かれていました。

地産地消について考えるコメントもあり、「食べ

る」ということを見直すきっかけになったように思

います。また、川口商工会議所と川口市大型店

連絡協議会の後援を得て、6 月 10日の当日に

は、市内のお店にご協力いただき、「エコ商品

お買い物＆ノーレジ袋キャンペーン」を行い、エ

コライフを広く呼びかけることができました。ご協

力いただきました多くの皆様、ありがとうございま

した。感謝いたします。 

川口市より 

日頃より、本市の環境行政に関し、ご理解、ご協力いただき

お礼申し上げます。地球温暖化が世界的に深刻かつ重要な

環境問題となっており、これを踏まえ、市域から排出される温

室効果ガスの排出抑制にむけ、市民・事業者・市等の各主

体が、各々の役割に応じた取り組みを推進いくことを目的とし

て「川口市地球温暖化対策地域推進計画」を策定しました。

この計画の重点行動計画の 1 つに、小学校低学年から大人

まで参加できる「エコライフＤＡＹの取組の輪の拡大」を定め

ました。環境問題は地球規模で考え、地域レベルでできるこ

とを足元から実践していくしかありません。今後も市民の皆様

との協働により川口市から温室効果ガスを削減するよう力を

合わせ頑張っていきましょう。 

エコライフＤＡＹとは、当法人が独自に作成した1日版環境家計簿（エコライフＤＡＹチェックシート)を手に、市民み

んなで環境に配慮した 1日を過ごし、その効果（二酸化炭素削減量）を合計・発表するものです。地球温暖化防止

を目的に2000年より始め、8年目の今年は、川口市・川口市教育委員会と共催で6月10日（日）に実施しました。 

エコライフＤＡＹ２００７報告書 

杉の木 ２５２本分 

 
＊直径２６ｃｍ高さ２２ｍの５０年経った杉の木が、１年間

に吸収する二酸化炭素量で換算しました。 

 

今年のテーマ 

実 施 概 要 



参加者内訳 
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中学校〈24校〉全体 51.4％ 

         参加率  参加数(人) 
1．青木中  ９９％    ６２２ 

2．元郷中  ８８％    ３６１ 

3．仲町中  ８１％    ２６４ 

4．西中   ７９％    ４９６ 

5．南中   ６９％    ４０４ 

6．北中    ６６％    ５５２ 

高校〈８校〉全体 33.2％ 
1．市立川口総合高 ８１％ ７００

2．県立川口工業高 ７８％ ４２３ 

3．市立県陽高   ３７％ １７２ 

4．県立川口東高  ３０％ ２３１ 

小学校〈48校〉全体 62.5％ 

参加率  参加数（人） 

1．根岸小    ９５％  ５６８ 

2．上青木南小  ９４％   ４８５ 

3．幸町小    ９２％  ３９５ 

4．戸塚南小   ９０％  ６８５ 

5．青木中央小  ８７％  ７２８ 

6．芝富士小   ８５％  ２１８ 

7．飯塚小    ８２％  ５３５ 

8．芝園小    ８１％   ８７ 

9．飯仲小  ７８．4％ ３５５ 

10．芝中央小 ７８．0％ ４１２ 

 

・小学生 16,934人＋ 家族 27,595人 

・中学生  6,192人＋ 家族  4,060人 

・高校生  2,094人＋ 家族   639人 

・上記以外の市民     3,527 人  

全体参加者内訳 

小学校･中学校の子どもたちとその家族の参加が

90％を占めています。そのほか一般市民の参加を

増やして川口市をエコライフの街にしたいですね。 

★がんばってくださった学校です。   学校全体参加率 55.5％ 

イオン(株)ジャスコ川口店、エコルシオングランデール（マンション）、埼玉協同病院、 

(株)西友川口芝店、(株)そごう川口店、(株)ダイヤモンドシティ川口グリーンシティ、  

(株)ドン・キホーテ川口新井宿店、(株)モリチュウ、矢島鋳工(株)、川口市役所 

★従業員参加事業所一覧 

○ 私が子供の頃、我が家には関東大震災と第２次世界大戦を経験してきた祖父母がいましたので、食

べ物にはうるさく、自分の腹を考えて食べろ、残してはいけない食べきれるものだけを取るように

といわれそれは現在も続いています。 
○ 気のなることは Global warming 北極の氷が 40年後にほぼ消失すると聞いて、私は助産師をして
いますが、Ｂａｂｙちゃんたちの将来が心配です。 

○ Ｍｙｂａｇ買いました。明日からはレジ袋をもらわないことを家族できめました。続けることが大

切。いつもは食べ物を残すことの多い子供たちも今日は全部食べました。考えて行動することも大

切。できることはたくさんある。まずははじめる事が大切。 
○ 昔とちがって、物があふれていて安価ですぐ手にはいるため、何でも粗末にしがちです。少し高く

てもこわれにくいもの、ずーと使えるものを買うようにしています。リサイクルにしても、身近に

再利用をうたうような設備施設が少ないように思うので、もっと簡単にエコに参加できる環境も必

要に思います。 
○ 野菜の残り物は使えなくなる前に酢漬けにしておく。我が家のエアコンは夏の暑い時、夜お風呂に

入る前後３０分間使用して止める(温度２８℃）。うちわの使用の方が多い。 

コメントより 

その他
市民高校生

と家族
4%

中学生
と家族
17% 小学生

と家族
73%

 

 

差間小 ６年 

6％ 
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上のグラフは、チェックシートの「いつも」の欄に○をつけた

人の割合（％）を、２００１年から２００７年まで、今年のエコライ

フ項目に合わせて並べたものです。全体的な傾向としては、

日常的にエコライフをするようになった人が増加しているのが

わかります。昨年のテーマである９番の「レジ袋」も、その効果

か、伸びがみられます。今年のテーマ、１・２番の「食べ物」に

ついても、来年につながることを期待しています。 

％ 

番 

 
 
 
 

「エコ商品を使ったｏｒ買った」「レジ袋はもらわなかった」と書かれたエコライフＤＡＹチェックシートを手に、

市民の皆さんがお店に行くと、お店でもキャンペーンが実施されていた・・・となると、より一層その効果が高ま

るのではないかという事で、昨年からこのキャンペーンは始まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７年間の効果は？ 小学校高学年の子ども達のデータから見てみました 

お店にもご協力いただきました 

～エコ商品お買い物＆ノーレジ袋キャンペーン～  

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 
 

（１）エコライフＤＡＹ呼びかけ 

・ポスター掲示、チェックシートや回

収箱の設置、当日の店内放送 

（２）お店としてのエコライフＤＡＹ参加 

・従業員の皆様にご参加いただく 

 

 

（３）エコ商品お買い物＆ノーレジ袋キャンペーン 

・エコ商品コーナー設置、レジ担当者から 

一言声をかけていただくなど （４）店頭キャンペーン  

１番 ご飯やおかずを、残さず食べた。 

２番 近くの産地でとれたものを食べた。 

３番 冷蔵庫のとびらは、すぐ閉めた。 

４番 見ていないときは、テレビを消した。 

５番 だれもいない部屋の明かりは消した。 

★ ６番 電化製品を使わないときは、主電源を切るか 

プラグをぬいた。 

★ ７番 テレビゲームをしなかった。 

８番 環境に良い商品やリサイクル品を使った。 

★ ９番 レジ袋は、もらわなかった。 

★１０番 川口市のごみ出しﾙｰﾙにしたがって分けた。 
１１番 ぬれた手やよごれをふくとき、 

ペーパータオルを使わなかった。 

１２番 車に乗らないで、歩きか自転車、バス、電車

で出かけた。 

１３番 水を流しっぱなしにしなかった。 

★１４番 シャンプーやハンドソープなどは、 

使いすぎなかった。 

★マークは、全体的に増加している項目 

＜キャンペーン協力店＞以下敬称略 

 

イオン（株）ジャスコ川口店 

(株)イトーヨーカ堂西川口店 

(株)西友川口赤山店 

(株)西友川口芝店  

(株)西友川口東川口店 

(株)西友川口本町店 

（株）セブンイレブン川口新井宿店 

（株）セブンイレブン川口石神店 

（株）セブンイレブン川口源佐衛門店 

（株）セブンイレブン川口東本郷店 

(株）ダイヤモンドシティ川口グリーンシティ 

(株)そごう川口店 

(株)ドン・キホーテ川口新井宿店 

(株)矢嶋商店 

(株)リカベル 

木風堂 

＜今年のエコライフ項目（小学校高学年用 ）＞ 



ながれ 

 

４ 

 

２００７年のエコライフＤＡＹは、川口市と昨年の９月から月１回程度の話し合いをしながら進めてきました。

教育委員会も話し合いに参加していただき学校での実施についてのアドバイスなどをお聞きしました。 

  チェックシートの制作             呼びかけポスター制作   

 

 

 

 

 

                                                                 

 

 

 

 

 

           そろばん集計大会にて結果発表 

 

    

                        

 

 

          

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

参加者      削減二酸化炭素量 

61,041 人    3,513,106ｇ 

 

印刷 

 

 

市内のたくさんの人が参加し、学校、ボランティア、

企業等いろいろなところからこの事業を助けてい

ただいて成り立っています。多くの人が関わりを持

つことで、地球温暖化という大きな課題について考

え行動していくきっかけとなりますよう願ってい

ます。ありがとうございました。 

市と教育委員会と共に話し合いを重ね原稿作成。 

今年のテーマは“食“にしよう！ 

 

小学校 年 組 　　番

きょう いつも きょう いつも きょう いつも きょう いつも

5 5 5 5 5 5 5 5

22 22 22 22 22 22 22 22

7 7 7 7 7 7 7 7

43 43 43 43 43 43 43 43

23 23 23 23 23 23 23 23

105 105 105 105 105 105 105 105

87 87 87 87 87 87 87 87

98 98 98 98 98 98 98 98

48 48 48 48 48 48 48 48

120 120 120 120 120 120 120 120

5 5 5 5 5 5 5 5

車
く
る
ま

330 330 330 330 330 330 330 330

17 17 17 17 17 17 17 17

72 72 72 72 72 72 72 72

Ａ Ｂ

　 ３． 「○ 」をつけた 数字
す う じ

をたしてね ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ

　４．減
へ

らせた二酸化炭素
に さ んか た ん そ

の量
り ょう

 　A  - B  =

　 　５． うら のペー ジに も思
お も

ったこ とを書
か

い てね！
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電化製品
で ん か せ い ひ ん

を使
つ か

わないときは、主電源
し ゅ で ん げ ん

を切
き

るかプ ラグをぬいた 。

ｇｇ ｇ

全 部できたら 982ｇの 二酸 化 炭素 がへ らせ るよ。

ｇ

レジ袋
ぶくろ

は 、もらわなかった。

テレビゲーム をしなかった 。

資
源

し

げ

ん

ぬれた手
て

やよごれをふ くとき 、ペ ーパータオルを使
つ か

わなかった。

シャンプーやハンドソープなど は 、使
つ か

いすぎなかった 。

車
くるま

に乗
の

らない で、歩
あ る

きか自転車
じ て ん し ゃ

、バス、電車
で ん し ゃ

で出
で

かけ た 。

水
み ず

を流
な が

しっぱな しにしなかった。

食
し
ょ
く

水
み
ず

※ 数字
す う じ

は 一
いち

日
にち

で 減
へ

らせ る 二 酸 化 炭 素
に さ ん か た ん そ

量
りょ う

(g)で す 。

川口市
か わ ぐ ち し

のごみ出
だ

しルールにしたがって分
わ

けた 。

　　じぶん おうちの人もさそ ってね

だれもいない部屋
へ や

の 明
あ

かりは消
け

した 。

近
ち か

くの産地
さ ん ち

でとれたものを食
た

べた。（おうちの人に 聞
き

いてみよう）

冷蔵庫
れ い ぞ う こ

のとび らは、す ぐ閉
し

めた 。

見
み

ていないときは 、テレビを消
け

した。

ご飯
は ん

やおかずを、残
の こ

さず食
た

べた 。

電
気

で
 
ん
 
き

環境
か ん き ょ う

に良
よ

い商品
し ょ う ひ ん

やリサイクル 品
ひ ん

を使
つ か

った。

　
キ
　
リ
　
ト
　
リ

1 ． き ょ う、チ ャ レンジ で きたものに〇を つけ てね

２．いつもや っ てるこ とにも、〇 をつけてね

｢き ょう ｣ も｢いつ も ｣もで き ていれ ば  ど ちらに も〇

　

み んなで一 日、環境の ことを考え て生活し てみましょ う。

※ 　「ご はん やおか ず を、の こ さず食 べ た。 」…日 本人 一 人１日 あたりの 平均 食べ 残 し量 １３ ．４ ｇを 焼却 する 時に発 生す る
　 　二 酸化 炭 素の 量は 約 ５ｇにな りま す。　くわ しくは 、ホーム ページを 見てね ！　 　　 　h tt p :/ /w ww .n e .jp / as ah i/ e co/ e co life

かん きょう かんが

に　さん　か　たん　そ

ちゅうせ んで ＮＰＯ法 人 川口 市民 環境 会 議からか んきょ うにやさ しい品物 をさ しあ げます。 

 

川口珠算協会の先生と生徒さんが大活躍！ 

毎年枚数が増えて大変ですが、プロ意識で

集計してくださり頼もしく、無くてはなら

ないスタッフです！！ 

チェックシートの回収と集計 

―みんなで参加者の数をチェック！― 

各学校で参加者をかぞえていただきました。 

各お店のチェックシートを回収。学校分と合わせ

て市と手分けしてすべての参加者数の確認作業 

←チェックシートの山と格闘 



ながれ 
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ビデオテープの作成              参加の呼びかけ 

 

 

 

 

           

 

                                                            

                       

  

 

 

 

 

一般用チェックシートは 

 市の広報紙に載せました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

2006年に作ったテープを使用。戻って

きていない学校に確認して足りない物

をダビング。 

 

ぼく地球くん。 

ビデオのナビゲータ

ーだよ☆ 

 

校長会・教頭会・市PTA連合会等で説明。 

会のメンバーがポスターとビデオを持っ

て各学校へ参加のお願いに行きました。 

市の各施設、掲示板にも、ポスターを掲示。 

チェックシートを、市の施設

には市からデータで送付し、

各学校へは仕分けして配送

しました。 

エコライフＤＡＹの日（６月１０日） 

―環境に優しい１日を過ごし、チェックシートに記入― 

市内のお店で「エコ商品お買い物＆ノーレジ袋キャンペーン」実施。 

川口商工会議所、川口市大型店連絡協議会の後援をいただきました。 

また、一般企業でも取り組んでいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校のチェックシ

ートは、先生方の

協力で回収するこ

とができました。

ありがとうござい

ました。 

 チェックシート発送前作業 

 

  木曽呂小 ３年生 

 

 

 

学校ごとにチェ

ックシートの数

を数えてセット

するよ。ふ～！ 

 
青木中 3年 

 



実施結果の分析 

 

６ 

チェックシートのおもな項目ごとに「いつも」と「きょう」の達成率を比べました。 
  
  

 
      ご飯やおかずを残さず食べた            近くの産地でとれたものを食べた 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・低学年

小・高学年

中学

高校

市職員

一般

    

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・低学年

小・高学年

中学

高校

市職員

一般

  
 
 
 

電 気 
冷蔵庫のとびらはすぐ閉めた           見ていないときはテレビを消した 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・低学年

小・高学年

中学生

高校生

市職員

一般

    

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・低学年

小・高学年

中学生

高校生

市職員

一般

 
 
 
使わないときはコンセントをプラグからぬいた        誰もいない部屋の明かりは消した 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・低学年

小・高学年

中学生

高校生

市職員

一般

    

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小・低学年

小・高学年

中学生

高校生

市職員

一般

 

上：   いつも 下：   きょう 

※比較検討するため、小学校（低学年）のチェックシート中の言葉とは異なる部分があります。 ご了承ください。 
このページは、埼玉大学インターンシップの方々に作成していただきました。 

食 

◆体は食べることによってつくられていて、ほかの

命を犠牲にして生きているので、もっと大事に食
べないといけない。（川口青陵高） 

◆近くでできた物を食べることがCO2を減ら
すことにつながることを知りました。 
（小谷場中） 

◆いつも見ていないときは消すようになった。（安行中） 

◆コンセントのプラグをぬくだけでかなり変わることが
わかった。（上青木中） 
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◆これからも電気をつけっぱなしにしないようにが
んばります。（芝小） 

◆冷蔵庫を早くしめるようにしています。（芝南小）  



実施結果の分析 

 

７ 

資 源 
レジ袋はもらわなかった            川口市のごみ出しルールにしたがって分けた 
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環境ラベルのついたものを選んだ        手をふくとき、ペーパータオルを使わなかった 
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    環境に良い商品やリサイクル品を使った      車に乗らないで、歩きか自転車、バス、電車で出かけた 

     

水 
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車 

◆これからはごみの分別をきちんとできるよう
にしたいです。（戸塚東小） 

◆小さなことも気にしながら環境について考え
ています。（川口総合高） 

◆リサイクル品など、環境のために使った方がいい
なと思いました。（青木中） 

◆家族で出かけると車を使ってしまうので、家族に
も呼びかけようと思います。（芝園中） 

◆ひつようのないときは水をこまめに止める。 
（青木中央小） 

◆あまりシャンプーやリンスを出しすぎないように
気を付けたい。（慈林小） 
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◆コンビニなどでビニール袋をなるべくもらわな
いようにしています。（上青木小） 
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◆私は、このマークのついた物を今度から買
います。（神根小） 

中・高生は学用品 
一般は電化製品 
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シャンプーやハンドソープなどは、使いすぎなかった 
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水を出しっぱなしにしなかった 



 

８ 

 
 
・食べ物はみんな命からできているものであり、感謝して食べなきゃいけないのに平気

で残してしまっている。食べれるという幸せをしっかり感じて、これからは残さないよ

うにしたい。“心をこめていただきます！”（仲町中）  
・食べ物を残すだけでも５ｇの二酸化炭素が出るんだと思いました。日本は食べ物に恵

まれている国だけど食べ物を捨てすぎだと思いました。世界には食べたくても食べられ

ない人がいるという事を忘れてはいけないと思う。作ってくれた人々や生き物に感謝の

気持ちをもってこれからは残さず食べようと思います。（上青木中）  
・食べ物は“命”から育っています。私たちもその一つです。食べ物を“そまつ”にし

てしまうとせっかくの命がムダになってしまいます。だから体のため、命のため、食べ

物を残さず食べるようにすることを心がけましょう！そしてみんなでがんばりましょ

う！（戸塚小） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

芝南小 

ぼくはちゃん
としてます。 
エコライフ 
ばんざい！ 

 

ほうじで岐阜のいなかに行ってきま

した。いなかでは畑で野さいをつくっ

てみんなで食べたり、おふろはまきで

たいていました。埼玉のくらしより 

いなかのくらしのほうが地球 

にやさしいと思いました。 

 

芝中央小 

食べ物のもとは命なので、感謝して食

べないといけないと思います。学校と

かでもよく「いただきます」「ごちそ

うさま」をきちんと言わない人がいま

す。そういう人はきらいです。 
あなたの食べているものは 

命なのだから。 

芝小 

いつもおいしいごはんうれし

いです。これからもおいしい

ごはんをつくってくれたら 
いいなと思います。 

青木中央小 

食べものへ感謝 

 
本町小 ３年 

食は命   人との 
 

木曽呂小 ４年 

十二月田中 

考えてみると、輸出輸入をする時、たく

さんのＣＯ2がでるんだなぁと思った。
近くでできたものを食べるのも、ＣＯ2
を減らす方法の一つだなと思う。 
そして、地球温暖化を少しでも 
防ぎたい。 

  



９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
・エコライフＤＡＹを今回やってみて、レジ袋をもらっちゃったり、テレビゲームをし
ちゃったりしたので、これからは、少しでもいいので、自分たちが減らせる二酸化炭素
の量を減らせるようにしていきたいと思っています。そして、これからもエコライフＤ
ＡＹだけでなく、ふだんでも、テレビの電源を消したり、明かりを消したりして、気を
付けていきたいと思います。（戸塚西中）  
・生きていくためには、食べることが必要で、毎日食べるために料理をしています。そ

の時必ず野菜のかわなど生ごみが出てしまうので、少しでも生ごみをへらし、ごみをも

やす時に出る二酸化炭素をへらせるよう人参・大根・じゃがいもなどの皮をきんぴらに

したり、たまごのからを細かくして、植木の肥料にしたりと工夫しています。 
（元郷南小）  

・私たちは命のあるものをもらっているので、食べ物はなるべくのこさずたべるといい

と思う。あと使わない電気は消したり、近くに行くときは自転車か歩きで行く。そして
なるべく、地球環境を守ろう！！（在家小） 

 

 
 

西中 

地球に優しいものを使えば少し

は地球の負担もへると思う。 

だから地球に優しいことは 

続けたいと思う。 

 

修学旅行に行って、夕飯などを皆で食べたと

きに気付いたことがありました。ご飯茶わん

を集めたとき、ご飯粒がいくつかついていな

い茶わんがありました。こんな少しのことだ

けど、食べ物の命をいただくという意味と、 

ごみを少しでもださないためにも、きれい 

に食べてほしいと思いました。 

南中 

 

エコライフＤＡＹの日だけ

じゃなくいつも環境のこと

を考えればよいと思う。食

べ物は残さない。環境の 
ことを知りたい。 

朝日西小 

 

わたしはたべものをたべ

たときにゆうきをもらっ

たきがします。私はごは

んをできるだけのこさな

いようにしています。 

戸塚小 

 
 

ご飯ででた食べ物は残さずに「も

ったいない」というテーマをみつ

めてがんばりたい！未来の地球を

守りたい！だから自分が食べない 
ものは買わない！ 

北中 

市立川口高校 

エコライフ 

つながり 

 
十二月田中 １年 

持続の難しさを感じた。だけど、僕ら

の地球だから僕らで守りたい。僕らが

生きている以上、次の世代まで守る。

それが、僕らの使命であり課題で 

あると思う。 



 

１０ 

中学生・高校生・大学生 

ボランティアに参加してみて来
るまえはたのしみでしょうがなかっ
たです。選んだ理由は、たいへん
そうだけどやりがいがありそうだと
思ったからです。   芝東中 

低学年の意見をたくさん見
て、いい意見が多くありました。
小さい子達は、自分たちができ
ることを一生懸命やっていること
がよく伝わってきました。 

  在家中 

こまってる人をたすけると
いうことは、相手のためにもな
るし、自分のためになるので
ボランティアはよいことだと思
いました。     芝東中 

他の人のエコライフＤＡＹ
の絵や、文章がいろいろで、
人それぞれ違っていておも
しろかったです。   神根中 

絵もとてもキレイで一瞬見ただけで「いい！！」と思うのも

いくつかありました。インパクトがある絵を書く子はすごいな

あと思いました。いろんな子の意見を見て、私もいろいろ考

えようという気に少しなりました。おもしろい体験ができてよ

かったです。               独協中 

今日、図書館で二酸化炭素について調べ

ていろいろ分かりました。私達が住んでる地

球をもっとみなおさなければいけないと思い

ました。住んでいる地球を悪くしているのは、

私達だと思ったからです。１人でもＣＯ２などを

減らせば変わると思いました。 芝園中 

３日間活動をして、とても

充実した日がおくれました。

最初、選んだ時チェックシー

トの意味も分からなかったの

でとても学べました。 
      武南高校 

小学生だけどとてもすごいこと

を書いていて、びっくりしました。

絵も上手だったし、みんなちゃん

と考えているんだなと思いまし

た。        独協中 

子どもたちが喜んでくれるよう様々な
工夫と時間をかけて作業している場を
経験させてもらって、大変な中でも人の
ために活動を行っている人の素晴らし
さ、困難、思考に少しでも触れる事が出
来てよかったと思いました。風間隆弘 

この活動は周囲の人の協力なくし
ては成立しないと感じた。今後、この
ような活動に接する機会があれば、
積極的に関わっていきたい。 

      渡邉智史 

子どもから大人まで、みんなで力を
合わせ、CO２削減に取り組むという活
動は大変すばらしいと思います。今
後とも持続させてほしいです。 

   水橋隆之 

小・中学生の生徒達が、結構

まじめに書いていて驚いた。作

業はみんなでやったから早く終

わった。いい経験になった。 

   県立川口高校 

いろいろな子どもが自分の思ってい

る事を言葉にしていることが小さい子

でもこんなにすごいことを書いていて

びっくりした。食べ物の絵を書いてい

るのを見て一生懸命書いていることが

分かった。とってもかわいい絵がたくさ

んあった。     県立川口高校 

こんなに多くの人が参加して

いるのに驚きました。わけるのは

難しかったけど感想文から学ぶ

ことも多く感心することもありまし

た。       県立川口高校 

こんなにたくさんの人たちがエコラ
イフ DAY に参加していてビックリしま
した。もっとたくさんの人たちに参加し
てもらって、少しでも環境について考
えてもらえたらと思います。塚田理紀 

このインターンシップを通して、
多くの人の環境への思いや活動を
知ることもできました。その中で自
分には何ができるのか自分なりに
見えてきたかと思います。 

   藤田正博 

 

 

ボランティアスタートライン  

今年は、ボランティアスタートラインの皆
さんを含め 100数十名の皆さんに協力してい
ただきました。ありがとうございました。 

 

埼玉大学インターンシップ  

中
学
生
議
員
の
取
材
を
受
け
て 

集計大会でも活躍（朝日環境センター） 

コメントの山と格闘中 

作業した１０日という期間の中
で、さらに環境について興味を持
てたし、環境について真剣に活動
をしているたくさんの人とも出会え
て、とても勉強になりました。    
田村和大 

食べものを残さず食べることが、
近くでとれたものを食べることが、Ｃ
Ｏ２削減につながっていたことに
は、とてもおどろかされました。私も
これからは、みんなに負けないよう
に、もっと地球のことを大切にして
いこうと思います。   山口将征 



ひろがり       

                                                               

１１ 

 

皆様の力で、エコライフＤＡＹを行なうことができました。本当にありがとうございました。 

 

 

２０００年に川口で始まったエコライフＤＡＹは、全国各地に拡がっています。 

 

２００２年 ・ＮＥＣ田町地区の環境イベント 

２００３年 ・埼玉県新座市、青森県青森市 

２００４年 ・（社）日本青年会議所ブロック協議会、 

戸田市、熊谷市、毛呂山町、新座市、埼玉県 

２００５年 ・埼玉県内４０市町・７５事業所（約１６万人）、東京都練馬区 

２００６年 ・埼玉県内延べ５２市町村・１８０事業所 （約４１万４千人） 

東京都練馬区 （約１万４千人）、石川県 

その他、栃木県のグループ、神奈川県のグループ、愛知県のグループなどでも 

～各地域、それぞれ工夫をしながらエコライフＤＡＹを実施しているようです～ 

全国各地に拡がっている「エコライフＤＡＹ」 
全国で４２万人 

以上が参加！ 

実施された市町村数
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川口市内各店舗に声を

掛けていただきました。 

ビデオテープのダビング

をお願いしました。 

パソコンを使って 4～6年生が 
校内の減らせた二酸化炭素量を

集計してくださいました。 

川口市大型店連絡協議会各加盟店に

キャンペーンについて、ＦＡＸや電話で

呼びかけていただきました。 

環境経営推進委員会が全体を取り

まとめて呼びかけていただきました。 

取組を環境ビデオにて 
紹介していただきました。 

集計にご協力いただきました。 

集計の大半をお願いいたしました。 

チェックシートのＣＯ２データの引用と、

食についてのたくさんの冊子やポスタ

ーをいただきました。 

ISO14001 の一環として参加
し、パソコンで集計・コメント入力

していただきました。 

毎月１１日に、「イオン幸せの黄色いレシート

キャンペーン」として、地域のボランティア団

体などの名前と活動内容を書いた箱をお店

に置いて、お客さまに黄色いレシート（１１日

のレシート）を応援したい団体に投票してもら

い、レシートの合計金額の１％を各団体へ希

望する商品で寄附してくださいます。今年も

イオン（株）ジャスコ川口店、前川店からエコ

商品（文房具）をいただき、抽選でプレゼント

いたしました。 

「キャンペーン」当日に 
お手伝いくださいました。 

実施された市区町村 

チェックシート作成に当たって、 
各エコライフ項目のＣＯ２データを

引用させていただきました。 



        
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

          

        10 月 20 日（土） 9 時 30 分（受付開始）～16 時 30 分  
              場所：キュポ・ラ本館棟Ｍ４階 

かわぐち市民パートナーステーション 
            10時00分   1部「報告･発表」 
              13時00分   2部「子ども討論会」 

              14時40分    3部「物つくり体験」「しゃべり場」 

              16時00分    交流会 

子どもたちの発表や、たくさんのエコライフＤＡＹのコメントを生の声として多くの人に聞いてもらいたいと思っ

ています。この中から将来の環境プロフェッショナルが生まれるかもしれません！ ３部構成ですので、いつか

らでも参加できます。  

◆参加申し込み、問い合わせは、下記までご連絡ください。多くの見学、発言をお待ちしています。 

           環境フォーラム実行委員長 牧野真知子  連絡先 ☎：080-1209-1280  

 

             

★ 「温暖化と二酸化炭素」の授業 

夜の地球の衛星写真を見ながら考え、先生と子どもの感想をもとに展開します。 

★ ごみの授業 

ごみの分別から３Ｒを学び、オリジナルのカードで紙のリサイクルの仕組み 

を知り、スウェーデン人ペオ・エクベリさんの暮らしのビデオを見てごみを 

減らす生活を考えます。               

★ 「宇宙船地球号」に乗って 

２５年間、宇宙船に乗るときの持ち物を考えます。水は？電気は？食料は？    

★ パソコンでエコライフＤＡＹの集計をしてみよう！ 

４年生から６年生で、エコライフＤＡＹで減らせた全校分の二酸化炭素量 

を計算、全員達成感がありました！    

★ 電気の授業 

家電製品の待機電力・消費電力を測って歩きます。 ちりも積もれば･･･。   

★ 水の授業 

水道水がどこからきて、どのようにして飲めるようになるのかを考える。 

水をろ過したり、地図で調べたり･･･。   

 
川口市のごみは･･･ 

Ｈ18年 2学期から 19年度１学期までの出前授業   のべ 28校 2080人 

川口市、川口市教育委員会と共催で実施し、川口商工会議所、川口市大型店連絡協議会の後援をいただきました。 

また、以下の協賛とご協力をいただきました。誠にありがとうございました。  

協   賛：(有)アース電創、イオン(株)ジャスコ川口店･川口前川店、池田鉄工(株)、伊藤基礎(株）、インウェルス（株） 

小川榮吉法律事務所、(株）奥富電気工事、オリジン自動車、(有)カイト、川口珠算協会、木風堂、（株）国建、 

(株)国商、コーエー・エコビジネス㈱、虎穴庵、小原歯車工業（株）、埼玉建興(株)、(株)デイジイ、徳竹塗装(株)、 

(株)ママダ衣料、（株)日環サービス、(株)八廣園、(株)モリチュウ、矢島鋳工(株)、ＤＯＬＣＥ (５０音順) 

協力団体：イオン（株）ジャスコ川口店、イオンモール(株)イオンモール川口グリーンシティ、(株)イトーヨーカ堂西川口店 

エコライフＤＡＹとだ２００７実行委員会、エコルシオングランデール(マンション)、川口市エコリサイクル推進事業所 

川口珠算協会、(社)川口青年会議所、木風堂、埼玉協同病院、埼玉県地球温暖化防止活動推進員、埼玉大学学

生インターンシップ、(財)省エネルギーセンター、尚美学園大学学生、(株)西友川口赤山店、(株)西友川口芝店 

(株)西友川口東川口店、(株)西友川口本町店、(株)セブンイレブン川口新井宿店、(株)セブンイレブン川口石神店

(株)セブンイレブン川口源佐衛門店、(株)セブンイレブン川口東本郷店、(株)そごう川口店、(株)ドン・キホーテ川口

新井宿店、(株)モリチュウ、(株)矢嶋商店、矢島鋳工(株)、(株)リカベル (５０音順) 

発  行： ＮＰＯ法人川口市民環境会議   ☎０８０－１２０２－８２５９ （エコライフＤＡＹ担当） 

      ホームページ http://www.ne.jp/asahi/eco/ecolife     ブログ http://blog.canpan.info/ecolife 

        ＊この事業は 埼玉県ＮＰＯ基金助成事業の支援を受けて実施いたしました＊ 

 

 
３部の物づくり体験から 

 

開催の 

お知らせ 

 

    パソコンで集計 

 

見たい！聞きたい！話したい人 
―エコライフＤＡＹ2007 報告･発表会―  




